
骨が増大する疾患とは一病態と治療

大理石骨病

篤内堀

　
定
義

　
大
理
石
骨
病
（
筥
費
巨
①
げ
○
器
島
ω
S
紹
）
は
骨
化
石
病

（
o
ω
8
8
卑
8
ω
む
と
同
義
語
で
、
ア
ル
バ
ー
ズ
・
シ
ェ
ン

ベ
ル
グ
病
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
破
骨
細
胞
の
発
育
と
機

能
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
全
身
の
骨
硬
化
と
骨
の
モ
デ

リ
ン
グ
障
害
を
認
め
、
易
骨
折
性
、
造
血
障
害
、
脳
神
経

症
状
な
ど
を
示
す
遺
伝
性
疾
患
で
あ
る
。

　
通
常
、
長
骨
か
ら
侵
さ
れ
、
原
始
骨
髄
が
吸
収
さ
れ
ず
、

骨
形
成
期
間
中
に
軸
全
体
に
沿
っ
て
密
度
が
増
し
、
と
く

に
石
灰
化
軟
骨
の
部
分
に
相
当
す
る
骨
端
部
に
著
明
な
密

度
増
強
巣
が
認
め
ら
れ
る
。

　
病
因

　
遺
伝
的
に
、
破
骨
細
胞
系
ま
た
は
破
骨
細
胞
の
発
育
と

活
性
化
に
関
与
し
て
い
る
問
葉
系
細
胞
に
欠
陥
が
あ
る
。

本
症
の
末
梢
血
単
球
と
腹
腔
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
も
欠
損
し

て
い
る
。
単
球
・
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
コ
ロ
ニ
ー
形
成
因
子

（
M
l
C
S
F
）
の
異
常
と
そ
れ
を
産
生
す
る
丁
細
胞
の
機

能
異
常
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
M
I
C
S
F
の
構
造
遺
伝
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り

子
に
点
突
然
変
異
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
本
症
に
は
、
炭
酸
脱
水
素
酵
素
H
（
C
A
H
）
欠
損
が

認
め
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
そ
の
遺
伝
子
の
突
然
変
異
の
解

析
が
進
ん
で
い
る
。
C
A
H
は
骨
吸
収
過
程
に
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
お
り
、
欠
損
す
る
と
骨
吸
収
が
行
わ
れ
な
く

な
り
、
骨
の
石
灰
化
が
進
行
す
る
。

　
分
類
と
特
徴

　
ω
早
発
型
マ
8
8
δ
5
ぐ
冨
”
常
染
色
体
劣
性
遺
伝

形
式
を
と
る
。
乳
幼
児
期
に
発
症
す
る
が
、
骨
硬
化
と
成

長
障
害
は
周
産
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
骨
は
脆
弱
で
骨

折
し
易
く
、
と
く
に
骨
幹
部
の
横
骨
折
が
多
く
、
チ
ョ
ー

ク
を
折
っ
た
よ
う
な
形
を
示
す
。
乳
様
突
起
と
副
鼻
腔
の

奇
形
の
た
め
に
通
風
不
良
が
み
ら
れ
る
。
頭
蓋
底
の
骨
硬

化
が
進
め
ば
、
脳
神
経
孔
が
狭
窄
し
、
視
神
経
、
動
眼
神

経
、
顔
面
神
経
な
ど
の
圧
迫
症
状
が
出
現
す
る
。
身
長
が

伸
び
ず
、
前
頭
部
が
突
出
し
て
頭
が
大
き
く
、
眼
振
、
X

脚
を
き
た
す
例
が
あ
る
。

　
骨
の
増
殖
が
骨
盤
に
及
ぶ
と
造
血
組
織
を
侵
し
、
貧
血
、

易
感
染
性
、
出
血
傾
向
を
示
し
、
代
償
性
に
髄
外
造
血
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

充
進
す
る
と
肝
脾
腫
が
認
め
ら
れ
る
。

　
組
織
学
的
に
は
、
骨
梁
構
造
が
消
失
し
、
骨
皮
質
と
海

綿
質
と
は
区
別
で
き
な
い
。

　
血
清
酸
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
キ
ナ
ー
ゼ

が
増
加
す
る
。
二
次
性
副
甲
状
腺
機
能
充
進
を
伴
う
低
C
盆

血
症
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
X
線
像
は
、
広
範
囲
に
骨
硬
化
が
あ
り
、
墨
で
塗
り
つ

ぶ
し
た
よ
う
に
全
体
が
緻
密
化
し
て
み
え
る
。
椎
体
は
上

縁
と
下
縁
の
骨
硬
化
が
著
明
で
、
“
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
脊
椎
”

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
骨
の
モ
デ
リ
ン
グ
が
均
一
に
進
ま
ず
、

骨
硬
化
過
程
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
像
で
あ
る
。
ま

た
、
骨
盤
骨
な
ど
で
骨
の
中
に
小
さ
な
骨
が
埋
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
”
骨
中
骨
”
像
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
モ
デ
リ
ン
グ
障
害
の
た
め
に
筒
状
化
が
進
ま
ず
、

骨
幹
端
に
”
棍
棒
状
像
”
が
み
ら
れ
る
。
重
症
例
で
は
、

長
骨
の
骨
端
線
に
平
行
し
た
水
平
な
硬
化
帯
と
透
明
帯
が

交
互
に
認
め
ら
れ
、
骨
の
成
長
過
程
で
間
欠
的
に
異
常
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
頭
蓋
骨
は
内
板
外
板
構
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造
が
消
失
し
、
肥
厚
し
て
密
度
を
増
し
、
と
く
に
頭
蓋
底

に
硬
化
が
著
明
で
あ
る
。
副
鼻
腔
と
乳
様
突
起
洞
は
含
氣

が
認
め
ら
れ
な
い
。

　
②
遅
発
型
α
Φ
一
畠
a
ξ
冨
“
常
染
色
体
優
性
遺
伝
形
式

を
と
る
。
無
症
状
で
偶
然
発
見
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
青
年

期
以
後
に
発
症
す
る
場
合
は
骨
折
が
多
く
、
視
力
・
聴
力

障
害
、
顔
面
麻
痺
、
下
顎
骨
骨
髄
炎
、
精
神
運
動
遅
延
、

手
根
管
症
候
群
、
骨
関
節
炎
な
ど
が
本
症
診
断
の
手
が
か

り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
小
児
で
は
、
低
リ
ン
酸
血
症
や

低
鉱
血
症
が
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
が
、
成
人
で
は
少
な
い
。

血
清
酸
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
が
増
加
す
る
例
が
あ
る
。

　
X
線
像
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
脊
椎
、
骨
中
骨
、
骨
幹
端

の
棍
棒
状
異
形
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
早
発
型
よ
り
は

軽
度
で
あ
る
。

　
③
中
間
型
三
Φ
§
a
翼
巴
も
曾
前
の
2
型
の
解
析
か

ら
別
に
分
類
さ
れ
た
。
常
染
色
体
劣
性
遺
伝
形
式
を
と
る
。

小
児
期
に
易
骨
折
性
、
中
等
度
の
貧
血
、
脳
神
経
症
状
な

ど
で
発
症
す
る
。
同
一
家
系
内
で
表
現
型
が
一
様
で
な
い

こ
と
が
あ
る
た
め
、
症
状
に
も
差
が
あ
る
。
X
線
像
は
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
脊
椎
、
骨
中
骨
は
み
ら
れ
る
が
、
骨
幹
端

の
棍
棒
状
変
形
は
軽
度
。

　
㈲
尿
細
管
ア
シ
ド
ー
シ
ス
合
併
型
藍
芸
δ
惹
一
ε
9
聾

豊
3
ω
一
帆
最
初
近
位
尿
細
管
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
合
併
し
た

例
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
報
告
で
は
遠
位
、
両
者

の
混
合
型
な
ど
が
あ
る
。
常
染
色
体
劣
性
遺
伝
形
式
を
と

る
。
こ
の
型
に
は
儲
H
欠
損
が
認
め
ら
れ
る
。
生
後
症
状

が
出
現
し
、
大
脳
基
底
核
の
石
灰
化
、
神
経
性
蓄
積
病
、

死
産
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
予
後
と
治
療

　
本
症
の
予
後
は
合
併
症
の
程
度
に
関
係
す
る
。
ω
の
型

で
は
、
生
後
3
ヵ
月
以
内
に
血
液
異
常
と
眼
の
異
常
が
出

現
し
た
場
合
は
7
ヵ
月
以
内
に
死
亡
し
、
3
ヵ
月
以
内
に

両
者
と
も
出
現
し
な
い
例
は
7
ヵ
月
で
5
0
％
生
存
し
て
い

る
。
し
か
し
、
1
0
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
死
亡
す
る
。
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⑭
の
型
は
、
症
状
が
出
て
も
適
切
な
処
置
で
比
較
的
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

好
な
社
会
生
活
を
送
れ
る
例
が
あ
る
。

　
破
骨
細
胞
が
造
血
幹
細
胞
由
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
治

癒
を
期
待
し
て
、
造
血
幹
細
胞
移
植
（
骨
髄
移
植
B
M
T
、

膀
帯
血
幹
細
胞
移
植
）
が
行
わ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
B
M

T
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
多
数
例
の
検
討
で
は
、
早
発
型
の
移

植
後
の
5
年
生
存
率
は
、
H
L
A
遺
伝
子
型
が
一
致
し
た

ド
ナ
ー
か
ら
で
は
7
9
％
、
H
L
A
表
現
型
が
一
致
し
た
血

縁
・
非
血
縁
ド
ナ
ー
か
ら
で
は
3
8
％
、
H
L
A
ハ
プ
ロ
タ

イ
プ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
ド
ナ
ー
か
ら
で
は
1
3
％
と
な
っ
て
い

る
。
生
着
例
で
は
破
骨
細
胞
の
機
能
が
回
復
し
て
モ
デ
リ

ン
グ
が
正
常
化
し
、
臨
床
所
見
が
改
善
す
る
が
、
脳
神
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

症
状
が
好
転
す
る
例
は
少
な
い
。

　
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
ガ
ン
マ
、

M
－
C
S
F
、
カ
ル
シ
ト
リ
オ
ー
ル
な
ど
が
、
破
骨
細
胞

の
機
能
や
異
常
な
臨
床
所
見
を
改
善
す
る
目
的
で
投
与
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
畿
大
学
堺
華
解
麹

文
献
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